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の組み合わせのCO2排出量を計算した。計算結果を図2省エネルギー設
備に置き換えた場合に示す。排出量が最も多くなった組み合わせはプ
ロパンガス給湯・電気調理・電気冷房・プロパンガス暖房の8.725[kg/(
日･軒)]であった。また最も少なくなった排出量は電気給湯・都市ガス調
理・電気冷房・電気暖房の4.006[kg/(日･軒)]であった。
現状より44%のCO₂排出量削減
　最も排出量の少なくなった組み合わせは電気給湯・都市ガス調理・電
気冷房・電気暖房であったが、省エネルギー設備4.006[kg/(日･軒)]と
富山県の設備4.894[kg/(日･軒)]であり、年間に換算すると約
330[kg/(年･軒)]の差となった。またどの組み合わせにおいても省エネ
ルギー設備に置き換えた場合、CO2排出量を現状より約10%削減する
ことができた。次にアンケート調査で得た100軒分のCO2排出量を計算
して富山県の総世帯数約40万世帯に換算した値を、40万世帯全てが、
最もCO2排出量の少なくなった4.006[kg/(日･軒)]の組み合わせであ
る省エネルギー設備に買い替えた場合の排出量と比較した。図3に示
す。省エネルギー設備に買い替えることで現状より約1240[t/日]、44%
の排出量を削減できることが分かった。しかし本研究はCO2排出量のみ
に着目しており、暮らし方や世帯員数などによっても排出量は影響を受
けるため、今後解決すべき課題は多い。
図1　富山県全体の設備の購入年の推移予測と過去のエネルギー消費効率（%）
図2　32通りの組み合わせによる富山県の現状の予測と省エネルギー設備に置き換えた場合のCO2排出量
[kg/(日・軒)]
図3　現状と40万世帯が省エネルギー設備に置き
換えた場合のCO2排出量の比較（t/日）
